
189.議動強度の違いが建議会議のクレアチン 1)ン
護費袴合成速度に及ぼす影響

…長Ne離走者と非鍛練者との比較…

{代議}

。高檎英幸人総本光i情2，藤本浩一人阿武泉七

新津守4，久野鶏也5，勝m1支2，板井悠二二4
{筑波大学1 医学~f究科， 2体育科学系， )体育研究
科， 4総床医学系.s東京大学救護学部)

{説的}本研究の践的は，リンのNMRスベクトロスコ
ピ…(ltPMRS)を用いて，銭距離走者と非鍛練者におい

て，運動強度の遠いによって運動後間後中のクレアチン
リン綾(PCr)野合成速度がどのように変イとするのかを 1.)ン
綬代謝産物の含有ftおよび織線内pHとの関係で終ペ，さ
らにそれらを，全身牲の務機策的能力の指様である滋大
震愛索摂淑議CV02max)と比較検討することを目的とした.
{方法}被検者は長箆離走者5名〈良群)および非録、綴者7

名(C務〉である. 3tPMRSの説U~は1.5Tの怒11導MR装援
を賂い，選後3.5インチのサーブスイスコイルを大総v..tl

綴筋上に謎錯し，繰り返し時間2f久綴多李総数41現の条件
で行った.遂動形態は孜々の開発したMR装{設内での銭
体操運動である."]議選吉中?設にモニターでスベクトルを歎
視し.PCrと殻磯リン綾(Pi)のピークが以下の4つの状態
になった時に運動を終了させ，運動終了持と!選後中の

31PMRSの溌j定を行った.Piのピーク高が(l)PCrの約1/2
と令ったfi寺(Light).(2)PCrよりやや縫い時(Mωcrate)， 。)Pむを越えた時(Seve問)，そして紛疲労磁懇の時
(Exhaus附)である.V02m似の議~5きは自転車L.J二ルゴメー

ターおよびOxyωnを}おいて測定した.

{結果}守(hmaxはR若手の方がC群より宥窓iこi海催を示し
た(66.2VS. 52.0 rnl!min/kg， P<O.05). r蒔群とも，運動強度
の増加に従いPCrレベルおよび綴胞内pHは低下したが，
総i践的pHはLightとModeratei挙動向では有;慈愛は夜、められ
なかった.r鼓復中のPCr'待合成の時定数は潟群ともLight
およびModerate遂動[Pむr/(PCr+Pi)>0.5]では一誌の綴を示
したが，さらに運動強度が増加すると旋線的に増加し

た.しかしながら，その増加の鰯合はC群よりK訴の方
が'/J、きかった.C群をまホ象としてVOzrrutxとPCrf時定数と
の関係をみると， LightとModerate遼動においては有意な
組関が認められたが， Sev悦とExhausted遂動では，有意な
秘関は観察きれなかった.f吋じV02max.を治する長銀離
走者と非鍛練者では低強度遼勤時の特定数は問機な{惑を
示したが，運動強度の増加に停う特定数の増加は明らか
に長範離走者の方が小さかった，

{考察1PCr/(PCr+Pi)よとカま0.5以上の範!懇で特定数が変化
しないこと，および低~中強度避難jでの守02maxと特定
数との!喝の高い諮関関係はti緩増負荷遼緩!の宥ffl'ドtと絡
の有機議的能力の指諜としてのPCr待合成速度税F誌の妥
当牲を訴すものと考えられる.さらに，連動強j支の増加
による時定数の滋長がC若手と比較してR若手でより小さい
ことは，先行研究で報告されているような高い筋の綾化
的能力とよち発透した毛細血管に総迷した，乳酸，すな
わちブ口トン生成の抑艇とプロトンのウオッシュアウト

の速さによって特機付けられるであろうf走路離走者の筋
の特性を民換するものであると誰繋される.
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